
次
第
に
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
。

 「
シ
チ
ズ
ン
コ
ー
プ
」の
所
管
官
庁
は
国
土
安

全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
内
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
で
あ

る
が
、
そ
の
実
践
主
体
は
各
地
域
社
会
と
な

る
。
地
域
社
会
の
指
導
者
と
行
政
の
間
に
効

果
的
な
協
力
関
係
を
構
築
す
る
た
め
、
全
国

の
地
域
社
会
に
「
シ
チ
ズ
ン
コ
ー
プ
委
員
会
」

が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

●
協
働
的
な
地
域
計
画
と
対
応
能
力
の
拡
大

に
、
地
域
社
会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

●
地
域
の
資
源
を
集
約
す
る
こ
と

●
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
災
害
対
応
訓
練
を

展
開
す
る
こ
と

●
全
階
層
の
住
民
に
緊
急
伝
達
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と

●
訓
練
と
演
習
を
実
施
す
る
こ
と

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
制
度
を
作
る
こ
と

　

災
害
に
対
す
る
地
域
社
会
の
安
全
と
事
前

準
備
、
そ
し
て
迅
速
な
復
旧
の
取
り
組
み
に

全
て
の
ア
メ
リ
カ
人
を
巻
き
込
む
た
め
の
重

要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
で
あ
る
。

　

地
域
社
会
を
基
盤
に
災
害
へ
の
備
え
を
計

画
す
る
こ
と
で
、
災
害
発
生
後
に
予
想
さ
れ

る
障
害
や
潜
在
的
な
危
険
へ
の
対
応
が
可
能

と
な
る
。

　

ま
ず
個
人
は
、
各
家
庭
・
家
族
で
、
外
部

か
ら
の
援
助
を
得
に
く
い
被
災
直
後
の
期
間

に
対
処
で
き
る
よ
う
備
え
て
お
く
。

生
存
し
、
ま
た
安
全
に
他
の
人
を
助
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
に

し
た
。

　

Ｌ
Ａ
Ｆ
Ｄ
が
始
め
た
訓
練
モ
デ
ル
は
全
国

の
消
防
局
で
採
用
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
地
域

に
よ
っ
て
は
地
震
よ
り
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
ほ
う

が
主
た
る
脅
威
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
連
邦
緊
急
事
態
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）

は
、
１
９
９
４
年
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
資
料
を
あ

ら
ゆ
る
災
害
に
適
用
可
能
な
も
の
に
改
め
、

さ
ら
に
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
国
各
地
で
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
以
来
、
数
千
人
に

上
る
専
任
ト
レ
ー
ナ
ー
や
組
織
そ
し
て
市
民

が
新
し
い
ス
キ
ル
を
学
び
、
緊
急
時
対
応
を

安
全
か
つ
効
果
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
備
え

て
い
る
。

　

２
０
０
１
年
９
月
11
日
の
米
国
同
時
多
発

テ
ロ
を
受
け
、
地
域
社
会
の
安
全
と
災
害
へ

の
備
え
を
強
化
す
る
た
め
に
市
民
参
加
を
促

す
草
の
根
戦
略
と
し
て
「
シ
チ
ズ
ン
コ
ー
プ
」

が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

以
後
、
災
害
へ
の
対
応
と
復
旧
を
成
功
さ

せ
る
た
め
の
決
定
的
要
素
と
し
て
、
災
害
へ

の
備
え
に
関
す
る
教
育
、
訓
練
、
そ
し
て
地

域
社
会
全
体
を
巻
き
込
む
こ
と
の
重
要
性
が

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
通
り
、
米
国
の

災
害
対
応
機
能
は
国
家
レ
ベ
ル
で
整
備
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
被
災
直
後
な
ど
、
救
援

機
関
等
に
よ
る
公
助
が
充
分
に
期
待
で
き
な

い
場
面
も
あ
る
。
従
っ
て
、
個
人
や
地
域
の

自
助
的
努
力
の
有
無
や
程
度
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
災
害
へ
の
初
期
対
応
力
は
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
全
米

各
地
で
は
、
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
レ
ス
ポ
ン
ス
・

チ
ー
ム
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」
が
組
織
さ
れ
、
地
域

社
会
の
初
期
対
応
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
今
回
は
、
そ
の
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て
、

メ
ン
バ
ー
養
成
の
た
め
の
訓
練
資
料
の
記
述

を
ベ
ー
ス
に
し
て
紹
介
す
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
レ

ス
ポ
ン
ス
・
チ
ー
ム（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）の
概
念
は
、

１
９
８
５
年
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
消
防
局（
Ｌ

Ａ
Ｆ
Ｄ
）
に
よ
っ
て
開
発
・
実
践
さ
れ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、『
地
震
な
ど
の
破
滅
的
な

大
災
害
の
直
後
に
は
、
市
民
は
自
ら
災
害
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
認
識

が
あ
っ
た
。

　

Ｌ
Ａ
Ｆ
Ｄ
は
、
災
害
時
の
生
存
・
救
援
の

ス
キ
ル
に
関
す
る
基
礎
訓
練
を
市
民
に
施
す

こ
と
で
、
災
害
対
応
要
員
や
そ
の
他
の
支
援

要
員
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
市
民
が
自
ら

的
に
助
け
る
能
力
の
質
に
決
定
的
に
影
響
す

る
。

●
地
域
に
特
徴
的
な
災
害
や
地
域
の
計
画
と

規
則
を
学
ぶ
こ
と

●
災
害
別
の
防
護
行
動
と
対
処
法
を
理
解
す

る
こ
と

●
重
要
な
緊
急
物
資
を
集
め
て
お
く
こ
と

●
家
庭
内
の
潜
在
的
な
危
機
の
芽
を
摘
ん
で

お
く
こ
と

　

こ
の
よ
う
な
事
前
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
す
る
対
応
復
旧
能
力
が

高
め
ら
れ
る
。
家
族
、
地
域
、
そ
し
て
地
域

社
会
の
人
々
に
と
っ
て
、
個
人
は
重
要
な
資

産
と
な
る
。

　

緊
急
事
態
へ
の
対
応
は
、
で
き
る
な
ら
、

よ
く
訓
練
さ
れ
装
備
も
整
っ
た
緊
急
対
応
要

員
が
行
う
の
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
大
災
害

後
は
、
被
災
地
域
の
規
模
や
通
信
途
絶
の
状

況
、
そ
し
て
道
路
の
閉
塞
に
よ
っ
て
、
一
定

期
間
、
個
人
や
地
域
社
会
が
自
ら
対
処
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

 

「
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
基
礎
訓
練
」
は
、
受
講
者
が
大

災
害
の
後
に
自
ら
を
守
り
他
の
人
を
助
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
対
応
要
員
は
全
員
を
即
時
に
助
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
訓
練
の
受

講
者
が
救
命
や
財
産
保
護
に
力
を
発
揮
す
る

　

そ
の
上
で
、
地
域
や
職
場
で
の
死
傷
や
物

損
を
減
ら
す
た
め
、
協
働
し
て
事
前
に
計
画

を
立
て
る
。

　

災
害
へ
の
備
え
を
地
域
で
行
う
こ
と
で
、

個
人
や
地
域
が
非
常
時
に
必
要
と
す
る
も
の

を
減
ら
し
、
専
門
家
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
ま
で
手
元
に
あ
る
資
源
を
う
ま

く
使
う
能
力
を
強
化
で
き
る
。

　

災
害
に
対
す
る
事
前
の
対
応
計
画
と
訓
練

が
、
協
働
す
る
集
団
の
活
動
を
よ
り
効
果
的

な
も
の
に
す
る
こ
と
が
、
被
災
後
の
行
動
に

関
す
る
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
組
織
化
さ
れ
た
草

の
根
の
努
力
が
、
自
治
会
、
学
校
、
職
場
、

宗
教
施
設
、
お
よ
び
そ
の
他
の
組
織
と
い
っ

た
、
地
域
社
会
の
社
会
的
・
政
治
的
な
紐
帯

の
中
に
織
り
込
ま
れ
る
と
よ
り
う
ま
く
行
き

や
す
い
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
効
果
的
な
対
応
の
た
め
に
は
、

行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
集
団
、
企
業
、
学
校
、

そ
し
て
地
域
社
会
の
組
織
な
ど
全
て
の
関
係

者
に
よ
る
包
括
的
な
計
画
と
連
携
が
必
要
で

あ
る
。
個
人
お
よ
び
地
域
の
集
団
は
、
訓
練

を
受
け
情
報
を
得
る
こ
と
で
、
重
要
資
源
の

提
供
者
と
し
て
、
被
災
直
後
に
必
要
と
な
る

緊
急
時
機
能
の
多
く
を
担
え
る
よ
う
に
な

る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
個
人
を
訓
練

す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
効
果
的
な
災
害

対
応
を
支
援
す
る
。

　

地
震
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
、
竜
巻
、
洪
水
と
い

っ
た
自
然
災
害
や
、
爆
発
や
危
険
物
事
故
と

い
っ
た
人
的
・
技
術
的
な
事
象
が
も
た
ら
す

被
害
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
企
業
活
動
そ

し
て
市
民
活
動
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ

ら
ゆ
る
面
に
次
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

●
対
応
資
源
、
通
信
、
輸
送
、
公
共
施
設
を

著
し
く
制
約
す
る
か
、
完
全
に
損
な
う
。

●
多
く
の
個
人
や
地
域
が
、
外
部
の
支
援
か

ら
隔
絶
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

道
路
の
損
傷
や
通
信
シ
ス
テ
ム
障
害
は
、

被
害
の
極
め
て
大
き
い
地
域
に
緊
急
対
応
機

関
が
入
っ
て
い
く
際
の
制
約
と
な
る
。
従
っ

て
、
被
災
直
後
、
つ
ま
り
通
常
３
日
間
な
い

し
そ
れ
以
上
、
個
人
、
家
庭
、
地
域
は
、

●
食
糧

●
水

●
救
急

●
避
難
所

　

を
自
前
の
資
源
に
頼
る
必
要
が
あ
る
。

　

被
災
直
後
に
重
要
な
の
は
、個
人
の
備
え
、

事
前
の
計
画
、
生
存
ス
キ
ル
、
そ
し
て
地
域

や
職
場
で
の
相
互
援
助
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

今
か
ら
そ
の
準
備
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
が

自
ら
の
生
存
お
よ
び
他
人
を
安
全
か
つ
効
果

2

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

図表１　ＣＥＲＴの基本組織

政府機関窓口

インシデントコマンダー／チームリーダー

運用班長

消火担当 文書化担当

捜索救難
担当

被災状況
担当

医療担当

計画班長 調達班長 総務班長

設
立
の
経
緯

1

災
害
に
対
す
る

地
域
社
会
の
備
え

2
災
害
に
襲
わ
れ
た
時

3

「
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
基
礎
訓
練
」

に
つ
い
て

4

1

シ
チ
ズ
ン
コ
ー
プ

一般社団法人レジリエンス協会代表理事

一般財団法人リスクマネジメント協会評議員　黄野 吉博
一般社団法人レジリエンス協会　白澤 健志

コミュニティ・エマージェンシー・
レスポンス・チーム（CERT） 概要

2021 2014 November



こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
訓
練
は
、
緊
急
援
助
が
受
け
ら
れ
な

い
災
害
時
に
知
っ
て
お
く
べ
き
、
重
要
な
基

礎
ス
キ
ル
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
訓
練
と
練

習
、
そ
し
て
チ
ー
ム
と
し
て
動
く
こ
と
で
、

災
害
後
も
自
ら
を
守
り
、
ま
た
多
く
の
人
に

望
ま
し
い
支
援
を
行
え
る
。

　

各
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
る
機

関
が
策
定
し
た
標
準
運
用
手
順
に
基
づ
い
て

組
織
さ
れ
、
訓
練
さ
れ
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、

イ
ン
シ
デ
ン
ト
コ
マ
ン
ダ
ー
／
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
（
Ｉ
Ｃ
／
Ｔ
Ｌ
）
と
そ
の
代
行
者
を
選
出

し
、
災
害
時
の
集
合
場
所
や
ス
テ
ー
ジ
ン
グ

エ
リ
ア
を
決
め
る
。（
図
表
１
）

　

ス
テ
ー
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
は
、
消
防
な
ど
の

業
務
が
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
相
互
に
関
わ
る
場
所
で

あ
る
。
連
絡
所
を
集
中
配
置
す
る
こ
と
で
、

被
害
査
定
の
連
絡
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
員

の
効
果
的
な
配
置
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
地

域
、
職
場
、
学
校
、
そ
の
他
の
場
所
で
活
動

す
る
す
べ
て
の
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
あ
て
は
ま
る
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
は
場
所
に
よ
っ
て
大
き

く
異
な
る
。
実
際
の
災
害
で
は
、
ニ
ー
ズ
が

確
認
さ
れ
次
第
、
順
次
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
展
開
し

て
い
く
。
メ
ン
バ
ー
は
、
ま
ず
自
ら
と
周
囲

の
身
近
な
人
の
ニ
ー
ズ
を
最
初
に
査
定
す
る

よ
う
教
え
ら
れ
て
い
る
。

っ
た
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
必
要
な
基
礎
ス
キ

ル
を
本
コ
ー
ス
修
了
者
に
付
与
す
る
こ
と
で

あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
は
、
本
コ
ー
ス

の
基
礎
ス
キ
ル
を
使
っ
て
救
命
と
財
産
保
護

を
協
働
支
援
で
き
る
。
本
コ
ー
ス
の
想
定
す

る
対
象
者
は
、
災
害
に
備
え
、
ま
た
対
応
す

　

ま
た
、
こ
れ
ら
コ
ー
ス
全
体
の
目
的
に
加

え
、
個
々
の
単
元
に
個
別
の
目
的
が
あ
る
。

　

コ
ー
ス
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
図
表
３
の
通
り

と
な
る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
基
礎
訓
練
コ
ー
ス
の
修
了
者
に

は
修
了
証
が
発
行
さ
れ
る
。
地
域
社
会
か
ら

も
、
災
害
対
応
時
の
緊
急
対
応
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
認
定
す
る
追
加
文
書
が
渡
さ

れ
る
。

　

ゴ
ー
グ
ル
や
手
袋
、
基
本
的
な
救
急
用
品

と
い
っ
た
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
安
全
装
備
を
維
持
し
、

災
害
時
に
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

　

災
害
対
応
の
訓
練
は
一
度
だ
け
経
験
す
れ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
災
害
に
直

面
し
た
時
に
効
果
的
な
対
応
を
取
る
の
に
必

要
な
優
位
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
訓
練
と
反
復
練
習
を
通
じ
て
、

気
づ
き
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、
そ
し
て
ス
キ

ル
を
補
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ス
キ
ル
レ
ベ
ル
を
維
持
し
能
力
を
継
続
的

に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
メ
ン
バ

ー
と
そ
の
チ
ー
ム
は
、
地
域
で
継
続
的
に
実

施
さ
れ
る
補
完
訓
練
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
災
害
シ
ナ
リ
オ
を
他
の
チ
ー
ム
と

実
践
す
る
練
習
は
拡
張
訓
練
の
機
会
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
他
の
チ
ー
ム
と
価
値
あ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
た
め
の
良
い
機
会
で
も

あ
る
。

◆

　

次
回
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
個
別
災
害
項
目
の

例
と
し
て
、
地
震
編
を
紹
介
す
る
。

る
た
め
に
必
要
な
技
術
と
知
識
を
身
に
付
け

た
い
個
人
で
あ
る
。

　

本
コ
ー
ス
の
修
了
者
は
図
表
２
に
挙
げ
る

項
目
の
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

身
近
に
ニ
ー
ズ
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
は
、
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
エ
リ

ア
に
申
告
す
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
て
役
割
を
割
り
当
て
ら
れ
る
。

被
害
の
大
き
い
地
域
に
い
る
メ
ン
バ
ー
は
ス

テ
ー
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
に
使
者
を
送
り
、
利
用

可
能
な
資
源
の
援
助
を
得
る
。
通
信
能
力
の

増
強
と
連
携
強
化
の
た
め
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
や
そ
の
他
の
無
線
通
信
を
利
用
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
効
果
的

な
初
動
対
応
を
す
る
能
力
が
涵
養
さ
れ
る
。

ま
ず
個
人
と
し
て
行
動
し
、
次
に
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
訓
練

さ
れ
た
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
割
り
当

て
地
域
内
に
展
開
し
、
次
の
よ
う
な
行
為
が

可
能
と
な
る
。

●
小
規
模
な
火
事
を
消
す

●
倒
壊
し
た
家
の
ガ
ス
を
止
め
る

●
簡
易
な
捜
索
救
難
を
行
う

●
基
礎
的
な
医
療
措
置
を
施
す

　

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は
ま
た
、
情
報
の
得
ら
れ
な
い

緊
急
対
応
者
に
対
し
、
効
果
的
な「
目
と
耳
」

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

訓
練
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
重
要
な

潜
在
的
対
応
要
員
と
し
て
、
避
難
所
の
支
援

や
群
衆
の
統
制
、
そ
し
て
避
難
と
い
っ
た
、

危
険
の
な
い
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て
組
織
に

貢
献
で
き
る
。

 

「
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
基
礎
訓
練
」
の
目
的
は
、
被
災

直
後
で
緊
急
対
応
要
員
の
援
助
が
す
ぐ
に
受

け
ら
れ
な
い
時
の
た
め
に
、
地
域
の
差
し
迫

2

コ
ー
ス
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

1 家庭、職場、地域にもっとも影響しそうな危険の種類を説明すること。

2 自らと家族が段階を追って災害に備えること。

3 初動対応におけるCERTの機能と役割を説明すること。

4 家庭、職場、地域における潜在的な火事の危険性を特定し、減らすこと。

5 フライパン火災を消すための基本的な方策、資源、そして安全対策を
チームで実践すること。

6 気道を確保し、過度の出血を止め、ショックを和らげるための技法を
適用すること。

7 疑似災害状態でトリアージを行うこと。

8 患者の全身を診断すること。

9 治療区域を選定し調えること。

10 様々な負傷に基礎的な処置を施すこと。
骨折や捻挫が疑われる時は添木を当てること。

11 潜在的な捜索救難の事態に備え、計画策定と規模拡大の要求事項を
特定すること。

12 ある構造物を捜索するためのもっとも一般的な技法を説明すること。

13 瓦礫除去と遺体搬出を安全に行う技法をチームで実践すること。

14 捜索救難活動中の救急者を守る方法を説明すること。

15 災害後に湧き起こる感情と、救急隊員および生存者が自らのストレスを
軽減するための方法を説明すること。

16 CERTの組織と文書の要求事項を説明すること。

1 災害への備え

● 導入と概要
● 地域社会の備え:役割と責任
● 危険性とその潜在的影響度
● インフラへの影響度
● 家庭と職場の備え
● 危険性の緩和による影響度の低下
● CERTの災害対応
● 災害対応労働者の防護
● CERTの追加訓練
● 単元のまとめ

2 火災安全と公共設備の管理

● 導入と単元概要
● 火災の化学
● 火災と公共設備の危険性
● CERTの規模拡大
● 火災の規模拡大における考慮点
● 消火の資源
● 消火の安全性
● 危険物
● 演習:小さい火を消す
● 単元のまとめ

3 災害医療運用　第一部

● 導入と単元概要
● 生命に関わる状態の治療
● トリアージ
● 単元のまとめ

4 災害医療運用　第二部

● 導入と単元概要
● 公衆衛生における考慮点
● 災害医療運用の機能
● 医療地域の設定
● 全身診察の実施
● 火傷の治療
● 切傷の処置
● 骨折、脱臼、捻挫、筋挫傷
● 鼻の負傷
● 寒さに関連した負傷の治療
● 熱さに関連した負傷の治療
● 咬傷と刺傷
● 単元のまとめ

5 簡易な捜索救難運用

● 導入と単元概要
● 捜索救難における安全
● 室内および野外の捜索運用の実施
● 救難運用の実施
● 単元のまとめ

6 CERTの組織

● 導入と単元概要
● CERTの組織
● CERTの発動
● 文書化
● 活動:ICSの機能
● 活動:卓上演習
● 単元のまとめ

7 災害の心理学

● 導入と単元概要
● 災害のトラウマ
● チームの健康
● トラウマへの対処
● 単元のまとめ

8 テロリズムとCERT

● 導入と単元概要
● テロリズムとはなにか
● テロリストの標的
● テロリストの武器
● CBRNEの指標
● 家庭、職場、地域の備え
● CERTとテロリズム被害
● 活動: テロリストによる疑いがある被害への

CERT原則の適用
● 単元のまとめ

9 コースの振り返り、最終試験・災害の模擬

● 導入と単元概要
● コースの振り返り
● 最終試験
● 災害の模擬
● 演習の講評とまとめ

図表2　CRET基礎訓練修了者ができること

図表3　コースのアジェンダ

1

全
般
的
な
コ
ー
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目
的

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
運
用
方
法

5

コ
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ス
の
概
要
と
目
的

6
Ｃ
Ｅ
Ｒ
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基
礎
訓
練
の

修
了
後
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